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柔道試合における決まり技の傾向

塚 田 修 三

(平成8年 10月31日受理)

Decisive Techniques in Judo Contests

by Syuzo Tsukada

Wh atteclmiquescanbedecisiveinjudocontests?Thispaperexamineswinning

techniquesobservedinjudocontests.TYLedatawereobtainedfromcontestsheld

inNaganoPrefecture,coveringawiderangeofpeoplefrom elementaryschool

childrentoadults.Alltheeffectivepointsabove"Yuko"scoredinthecontestswere

collectedandanaly2:edaswellasthetechniquesleadingtovictory.TYleresultsof

theanalysisareasfollows1.

1.Theteclmiquesemployedatthecontestsdidnotvarymuchfromtheones

alreadypointedoutinotherreports.

2.However,Severalcharacteristicswerenoteworthywt一entlledatawere

classifiedaccordingtoagelevel.Thesemaybeattributedtoone'syearsof

experience,masteryoftechniques,physicalandspiritualdevelopment,andsoon.

1. は じ め に

柔道の試合は-本勝負であり,選手は試合時間の中で,互いに ｢一本｣とることを目指し

て攻防を展開する.試合で使われる技は,講道館柔道試合審判規定1)において,r第8条 試

合は投技,国技で勝負を決する.投技とは,手技,腰技,足技,真捨身技,横捨身技をいい,

(略).国技とは,抑込技,絞技,関節技をいう.Jと規定している.

現在,講道館柔道の妓名称2)は,投技65本,国技28本である.試合に使われるこれらの技

は,技の種類によって使われる度合いが異なる.松本,竹内ら3)は,試合における施技数に

ついて,投技では足技がもっとも多く,次いで手技,腰技,捨身技の順であると報告してい

る.各種大会の成績報告3)･4)･5)によると,多い決まり技として,投技では,内股,大外刈,

払腰,背負投,国技では袈裟固,横四方固,上四方国等をあげている.

選手が,試合においてポイントをとる技は,ほとんどの場合,選手がもっともよく使 う技,

つまり得意技である.選手の得意技習得に関与する要因8)として,選手自身の体格 ･体力,

技の好みなどの心理特性.経験年数,技そのものの特性,指導者を含めた環境等の要因があ
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げられる.したがって,試合における決まり技の傾向をみることにより,柔道の技の現状の

一端を把握できるものと考える.

本研究では,試合で使われる技のうち ｢有効｣以上の効果のあった技について,技の種類,

技の効果の程度,年齢段階等の観点からその傾向を検討し,今後の柔道の指導に役立てるこ

と目的とするものである.

2. 研 究 方 法

2-1調査方法

平成3年度に長野県で開催された県レベルの大会のうちから,男子の小学生,中学生,高

校生,一般の大会を調査対象とした.調査対象とした大会は表 1のとおりである.

表 1 調査対象の大会

参加対象 開 催 期 日 場 所 大 会 名

′ト 学 生 ･1991.4.7(日) 松本市柔剣道場 第11回全国少年柔道大会県予選会

ヰ 学 生 1991.7.21(日) 長野運動公園体育館 第30回県中学校総体夏季大会柔道競技

高 校 生 1991.5.26(日) 松本市柔剣道場 平成3年度県高校総体柔道競技

試合は,すべて講道館柔道試合審判規定で行われ,試合時間は小学生2分,中学生3分,

高校生3分,ただし,団体戦,個人戦の準々決勝以上は4分,一般は4分であった.

2-2 調査内容

各大会の全試合について,勝者敗者の別なく,全選手がえた｢有効｣以上の技名をすべて記

録した.したがって,一本勝ちの場合でもr一本｣の決まり技だけでなく,r技あり｣,r有効｣

をえていれば,それらの技名をすべて記録した.これらの記録を技の種類,技の効果の程度,

年齢段階別に分類し,その技の傾向を検討した.

3. 結 果 と 考 察

3- 1 勝負内容

勝負内容を表2,図 1に示した.一本勝ちの割合は,全体で58.6%である.年齢段階別に

みると,小学生63.5%,中学生61.9%にくらべ高校生は55.3%とやや低下する候向を示した.

高校段階の一本勝ちの割合は,他県においても,本県と同様に50-60%であり,全国大会に

おいては40%程度である.この傾向は,県レベルの大会における選手間の実力差が全国大会

にくらべ大きいことを示すものと考える.

3-2 決まり技の内容

試合で試合者双方がえた r有効｣以上のポイントのすべてについて,投技と国技,技別●
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にその内容と傾向を検討した.結

果は次に示すとおりである･ 表2 勝負内容

3-2-1 投技と国技の割合

投技と国技の割合を図2に示 し

た.全休では,投技70.5%,国技

29.5%であり,両者の割合はおよ

そ7:3の割合であった.年齢段

階別にみると､小学生では投技

65.9%,国技34.1%,中学生では投

技69.7%,国技30.3%,高校生では

投技74.7%,固技25.3%であり,年

齢段階の進行とともに投技の割合

が増加し,固技が減少する傾向が

みられた.年齢段階の進行ととも

に闘技の攻防の技術も向上するこ

とが一つの要因として考えられる｡

ポイント別にみると表3のとおり

である.投技では ｢有効｣の割合

が大きく r一本Jと ｢技ありJは

ほぼ同程度の割合であった.国技

は r一本Jの割合が大きく,技の

特性を示すものといえる.

3-2-2 投技の分類別傾向

投げ技を分類別にみると表4,

図3のとおりである.全体では,

足技 の割 合が もっ とも大 き く

49.3%,次いで手技29.2%,腰技

17.5%,捨身技4.1%の順であった.

(単位:試合度数)

133

一本勝 優 勢 勝 引分 計技あり 有効 僅差
′小学 47 4 10 0 13 74
中学 99 17 16 13 15 160
高校 168 23 38 38 37 304
一 般 82 5 12 24 15 138
全体 396 49 76 75 80 676

ロー本勝 田技あり m有効 Eg僅差 E3引分

小学

中学

高校

一般

全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図1 勝負内容

表3投技と国技の割合(ポイント別傾向)

:..:.=1...:..;..:.,.1....,.1T.=
0% 50% 100%

図2 投技と国技の割合

年齢段階別にみると,小学生にお

いて足技の割合が他の年齢段階にくらべて大きく,中学生においては手技が,高校生,一般

においては腰技の割合が大きかった.これは足技が自分の足で相手の足を刈る,払う,掛け

るなどを主動作とし,相手の体重が自分にかからないこと,一方,腰技は相手の体を腰に乗

せ,相手の体重のかかった自分の体を片足または両足で支え,バランスを保ちながら,跳ね

る,払い上げるなどの動作を特徴とし,強い脚の筋力を要する技である.小学生に足技が多

く,高校生,一般に腰技が多くなってくる要因としては,これらの技の運動学的特性と体力

の発達に関係があるものと推察される.また,中学生に手技 (背負投)が多い要因としては,

体格 ･体力等の発育 ･発達の要因と中学の部活動による本格的な稽古と得意技の習得という
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要因によるものと考える.

表4 投技の分類別傾向

_ 13 58 69 18 158

帳 ___技_ 5 15..~雨 "118 95-

足 _ 39 57 118 53 2671
:兵 捨 身 1 02- 12ー" 2 6､

≡甲腎 当 6割 Iも:L25引 ,割 51…∃

3-2-3 固技の分類別便向
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E3手技 ■腰技 E3足技 t)真捨身技 丁横捨身技

小 学

中 学

高 校

一般

全体

0% 20% 40% 60% 80%

図3 投技の分類別傾向

国技の分類別傾向を表5に示した.

講道館柔道試合審判規定日では,′J､学生において絞技と

関節技,中学生において関節技が発達,安全等の面から

それぞれ禁止されている.高校生,一般ともに抑込技が

多く,両者を合わせると抑込技が8割を超える割合を示

した.高校生と一般をくらべると高校生において絞技,

関節技の割合がやや多い傾向を示した.

表5 国技の分類別傾向

3-2-4 投技の技別便向

｢有効j 以上のポイントとなった主な投技を技別にみると次のとおりである.

表6 投技の技別傾向 (1)手技-1

表7投技の技別傾向 (1)手技-2

一一本 技あり 有効 計

背負投 26 31 56 113
体 落 6 14 12 32

i空の引 去LZI 三I …1
全 体 33 49 76 158

(1)手技

田背負投 I体落 E)掬投 ロその他

0% 20% 40% 60% 80% 1OO兎

図4 投技の技別傾向
主な手技を表6,図4に示した.

背負投が全体で71.5%を占め,ど

の年齢段階においても一番大きい割合を示した.次いで,体落が20.3%であり,両者を合わ

loo‰
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せると91.8%を占め,手技ではこの2つの技がもっとも使用頻度の高い技といえる･ポイン ト

別にみると表7のとおりである.全体では, ト 本｣20.9%, ｢技あり｣31･0%, ｢有効｣

48.1%であり, r一本Jが一番多いと推測された背負投においても,r一本｣よりr技ありJ,

更に｢有効｣ポイントが上回る値を示 した.また,年齢段階の進行とともに技の数がわずかに

増える傾向がみられた.

(2)腰技

主な腰技を表8に示した.払腰が全体の87.4%を占め,次いで大腰6.3%,釣込腰3･2%,徳

腰3.2%の順であった.ポイント別にみると表9のとおりである.全体では,r一本J62･1%,

r技あり｣26.3%,r有効日 1.6%であり,ト 本｣の割合が､手技20.9%,足技27･3%とくらべ

倍以上の高い値を示した.′J､学生,中学生の腰技のポイン ト総数が高校生にくらべてそれぞ

れ少ないの払 小 ･中学生段階の体力が腰技で投げきるに未だ不十分であるか,腰技が習熟

に時間を要する技であることが推測される.

表8 投技の技別傾向 (2)腰技-1 表9 投技の技別傾向 (2)腰技-2

小学 中学 高校 一般 全体
大 腰 1 1 3 1 6
釣込腰 0 003 3
払 腰 4 18 50 ll 83
後 腰 000 3 3

⊂ 二 二コ ≡ 衰 Ⅰ豆妄亘Ⅰ豆 直 Ⅰ二二喜i二]

L大 風 _｣_ 2 06i

L払 腰 lL 53t 20- IOll 画
!筏 ｣隈._ 02. -il 3､
L全 体 IL 59IL 25- llI 951

(3)足技

主な足技を表10,表11に示した.足技は投げ技65本のうちの21本であり,投げ技の分類の

中ではもっとも数が多い.足技のポイン ト総数のうち ｢有効｣が半数近くを占め,他の技に

くらべて多いことは前述したとおりであるが,技の種類においてもその数がもっとも多い･

足技全体では, ト 本Jが27.3%, ｢有効｣が48.1%であり,手技とほぼ同様の傾向を示し,

腰技において ト 本Jが62.1%, ｢有効｣が11.6%であるのと対照的であり,技の特性を示

しているといえる.技別にみると,大外刈,内股では r一本｣の割合が多く,大内刈,小内

刈,出足払等の技では ｢有効｣の割合が上回っている.年齢段階別に技の傾向をみると,高

校生,一般に内股が多く,小学生に大外刈が多くみられる7)のは,技の特性,智熟度,体力

等に関係があるものと推測される.

蓑10 投技の 別傾向 (3)足技-1
′ト学 中学 高校 一般 全体

支釣込足 4 3 1 3 ll
出足払 3 4 6 013

′ト外刈 1 6 14 4 25
大外刈 17 13 18 7 55
内股 7 9 47 18 81
大内刈 5 8 16 ll 40
′ト内刈 1 6 ll 7 25
その他 1 8 5 3 17

表11 投技の技別傾向 (3)足技-2

一本 あり有効 ■計
大外刈 16 18 21 55
内 股 41 20 20 81
大内刈 4 10 26 40
小内刈 2 6 17 25
その他 lO ll 45 66
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(4)捨身技

講道館柔道の技名称に数えられる捨身技は,真

●捨身技5本,横捨身技の15本の計20本であり,辛

技に次いでその本数は多い.主な捨身技は表12の

とおりである.｢有効j以上のポイント数(図3)

は全体の4.1%であり,技の種類も少ない.この要

衷12 投技の技別傾向 (4)捨身技

因としては,体を捨てて技を掛ける技自体の難し

さ,自ら体を捨てるという技の特性,また,捨身技に含まれる巻込技は,安全面から審判規

定の小 ･中学生を対象とした少年規定1)において,無理な巻き込み技を禁止していることな

どが考えられる.年齢段階別にみると他の技と同様,年齢段階の進行とともに,技の種類,

ポイント総数もわずかに増加の傾向を示した｡

3-2-5 国技の技別使向

固技は,抑込技,絞技,関節技に分類されるが,

みると次のとおりである.

(1)抑込技

技別にみると表13,図5のとおりである.全体

で横四方園が46.1%ともっとも多く,次いで袈裟

固系統の技33.6%,上四方固系統の技11.4%の順

であった.ポイント別 (図6)にみると,r一本j

63.2%,｢技あり｣32.1%,r有効｣4.7%の割合で

あった. r有効J以上のポイントとなる20秒以上

抑えたケースでは,およ

そ6割が r一本｣となる

30秒間抑えきることを示

している.年齢段階別に

技の傾向をみると,小学

生では袈裟固系統の技が

58.1%ともっとも多く,午

齢段階の進行とともに技

の数が増し,横四方固,

上四方固等の技-分散す

る傾向がみられた.

学

学

校

般

体

小

中

高

一

全

｢有効｣以上のポイントとなった主な技を

表13 固技の技別傾向 (1)抑込技

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図5 国技の技別傾向 (1)抑込技

1縦四方固
E]上四方系
□構四方固
t肩 固

Bl袈裟固系
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E3-本 E)技あり E)有効

∴一､ 162■.･/ 'I.:.
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

図6 抑込技のポイント別割合

(2)絞技 ･関節技

講道館柔道の技名称では,絞技11本,関節技9本やある.表14,表15からポイント総数は少

ないが,絞技では送襟絞,関節技では腕挫十字間がもっとも多く使われていることを示して

いる.腕掴は抑え込みの補完的な技術としてよく使われるが,決まり技としてはみられなか

った.

表14 国技の技別傾向 (2)絞技 表15 国技｣の技別傾向 (3)関節技

高校 一般 全体

腕 位 十 字 固 8 2 10
腕 粒 駿 固 1 0 1

4. ま と め

小学生,中学生,高校生,一般を対象とした試合において,試合者がえたr有効｣以上のポ

イントをすべて記録し,技の内容を検討した.

(1) r有効J以上のポイント数からみた投技と国技の割合は,およそ7対3であった.

寝技の攻防に時間的制約のある現行審判規定では,この便向は続くものと考える.

(2) 投技を分類別にみると,足技がもっとも多く,次いで手技,腰技,捨身技の順であ

り,他の大会報告と同様の傾向を示した.また,国技では抑込技が8割を超える割合

を示した.

(3) ポイント別にみると, ｢一本｣となった投技と固技の割合は同程度であった.｢一

本｣の多い技としては,手技では背負投,腰技では払腰,足技では大外刈,抑込技で

は袈裟固,横四方国であった.投技,国技において試合者の軸となる技の傾向を示す

ものといえる. ｢技あり｣, r有効｣では､大内刈,小内刈,出足弘等の足技が多く,

技の特性を示すものといえる.

(4) 年齢段階から技の傾向をみると,小学生に足技,中学生に手技が多く特徴的な傾向

を示した.腰技は年齢段階の進行とともに増加し,技の総数においても同様であった.

各年齢段階におけるこれらの傾向の要因としては,経験年数,技の習熟度,発育 ･発

達等の要因が考えられる.
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